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衆議院農林水産委員会ニュース 

平成 29.4.18 第 193 回国会第８号 

 

４月 18 日（火）、第８回の委員会が開かれました。 

 

１ 農林水産関係の基本施策に関する件 

・山本農林水産大臣、齋藤農林水産副大臣、三木財務大臣政務官、細田農林水産大臣政務官及び政府参考人に対し質

疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

斎 藤 洋 明君（自民） 

・平成 30 年産以降の米の生産調整についてどのように考

えているのか。 

・全農の自己改革についてどのような期待をしているのか。 

・土地改良事業に対する農林水産省の意気込みを伺いたい。 

 

真 山 祐 一君（公明） 

・今冬の大雪による農業被害についてどのような対策を講

じたのか。 

・東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う放射性物質

の影響による原木きのこや野生きのこの出荷制限解除に

向けた農林水産大臣の決意を伺いたい。 

・輸出を前提とした米の産地づくりに対して支援をすべき

ではないか。 

 

吉 田 豊 史君（維新） 

・内水面養殖業の現状はどのようなものか。 

・うなぎの資源管理に対する農林水産大臣の決意を伺いた

い。 

・うなぎの完全養殖に関する課題やその解決に向けた取組

はどのようなものか。 

 

岡 本 充 功君（民進） 

・農林水産省東北農政局発注の東日本大震災復旧・復興事

業等の入札談合疑惑に関して説明責任を果たすべきでは

ないか。 

・農林水産省近畿農政局ＯＢらでつくる丹後会第５回総会

における近畿農政局農地整備課長の挨拶は公務として

行ったものなのか。 

・農林水産省として獣医師の新たなニーズを把握している

のか。また、そのニーズが獣医師でなければならない理

由は何か。 

 

宮 崎 岳 志君（民進） 

・農林水産省東北農政局ＯＢが再就職している会社を公表

すると、入札談合疑惑に係る真相解明に支障が生じると

する理由は何か。 

・農林水産省東北農政局仙台東土地改良建設事業所を退職

した職員の再就職について、国家公務員法に基づく届出

義務が課せられていない場合についても調査し公表すべ

きではないか。 

・農林水産省東北農政局ＯＢの親睦団体「北杜会」と現職

職員との交流はあったのか。 

 

小 山 展 弘君（民進） 

・お茶の今年の生育状況及び価格の見通しについて伺いた

い。 

・農協の公認会計士監査への移行に当たり、農協の負担が

増加するとなれば、組合員の利便性の低下や負担の増加

につながりはしないか。 

・平成 29 年４月の兵庫県と和歌山県の信用漁業協同組合

連合会の合併について、農林水産大臣はどのような認識

を持っているのか。 

 

重 徳 和 彦君（民進） 

・我が国は肥料をどの程度輸入しているのか。また、輸入

が途絶した場合、どのように対応するのか。 

・主食となる作物の種子の生産・管理を民間に任せている

国はあるのか。 

・主要農作物種子法を廃止することにより、非遺伝子組換

えの品種の入手が困難となり、農家の選択肢が狭まるこ

とになるのではないか。 

 

斉 藤 和 子君（共産） 

・国内で消費されるスクラロースは全て輸入されていると

いう認識でよいか。 
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本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 

・平成 26 年３月にまとめられた食品添加物の使用実態調

査・研究の報告書におけるスクラロースの使用実態はど

のようなものか。 

・スクラロースの輸入実態を明らかにすべきではないか。 

 

 

 

２ 土地改良法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 28 号） 

 ・山本農林水産大臣から提案理由の説明を聴取しました。 

 


